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~滑る~

T.i戸千軒I展示室では、今からおよそ 600年前

の南北朝時代を中心とする時J9Jの、草戸千粁の町

;1(<みを実物大で復元するとともに、実際の出土資

料を生活の場而ごとに分類して展示し、人々の生

活の敏子を詳しく紹介しています。

前回は、f詐す」のコーナーから必殺に関係する

道具を紹介しま した。今回は 「漁る」、すなわち漁

業に|副する資料を紹介します。

草戸千軒の集務が存在した鎌倉時代から室町時代にか

けては、集落のすぐ商にまで海岸線が迫り、集落の前而

には瀬戸内海が広がっていました。集落の人々の生活が、

この瀬戸内海の水産資源と深く結びついていたことが、

さまざまな出土品から明らかになります。

水産資源との|刻係を示す資料として、まずi，((¥具を紹介

しましょう 。
わ 必4らり

とくに多いのは、沈子と呼ばれる漁網に付ける錘です。
ど すい

大部分は粘土を短い、て作った土錘で、約二千点が出土し

ています。大きさや形態には多様性があり、 i砲をする場

所やi句法によ って使い分けられていたようです。また、
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浮子と呼ばれる1.11.¥網用の木製の浮きも出土しています。

網漁ばかりでなく、もちろん釣り i魚も行われていま

した。ただ、釣針は鉄製のものが多かったと思われ、さ

びて消滅しやすかったためか、出土品としては 4点ほど

しか確認できていません。そのほとんとは鈎形に曲がっ

た釣量|ですが、なかには先端が4本に分かれた鋭形の釣

針も出土しています。こうした鋪形の釣針は、現在でも

タコを釣るのに使われていることから、 tL¥土品も タコi，((¥

に使われたと考えられます。
めたまた やす

また、先端が二叉に分かれた鉄製の務も出土しており、

魚介類を直接刺す漁法も行われていたことがわかります。

さらに、逃跡で見つかったゴミ捨て穴からは、食物の

残りかすとして大f立の魚骨や貝殻が出土しています。こ

れらの資料からは、 集落で暮らした人々がどのような食

材を利用していたかを具体的に知ることができます。ち

なみに、魚、骨の中で最も多いのはマダイで、体長が数卜

センチを超える大型のマダイも多く食べられていたよう

です。瀬戸内海の水産資源は、現在よりもはるかにi泣か

な怒みを、沿岸地域の人々にもたらしていたようです。

(主任学芸員 鈴木康之)
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漁網用の士鍾(長さ4.6cm)

漁網用の浮き(長さ 13.Bcm)

かぎ形の釣針(長さ7.2cm)

錨形の釣針(J司さ7.8cm)


